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1　研究目的

　三歳児保育における劇遊びを通 じ，三歳児の興味，理

饒の特徴をとらえることを目的とする。同時に，興味を

ひきだし，酵を深める蹄方灘ついても考露る・

皿　方 法

　〔材　料〕

1）《大きな大根》，《ブレーメンの音楽隊》の二種類の

物語

2）この二種類の物語の選択の理由

　①話の筋がわかりやすい。②動作が単純で遡る。③く

り返しが多いところが三歳児に喜ばれるのではないか。

④登場人物の数が，数人なので適当ではないだろうか。

⑤登場人物の役割が明確である。⑥登場人物が一度登揚

したら，途中で退場したり，他の役と薯しく異な る動作

をしたりせず，最後まで皆一緒に行動する。⑦主律・脇

役の別がない。⑧これまで数年間の保育で， 子どもたち

に喜ばれてきた。

3）あらすじ

《大きな大根》

　おビいさんが，畑に大根を作る。種を蒔き芽が出，大

きくなり，収穫期になって，おじいさんは，大きくなg

た大根を引き抜こうζするが抜サない。おばあさをを呼、』、

び，二緒矧っぱるが捌ない。子どもの太騨呼び・一1 』

犬のポチを呼び，猫のミケを呼び，ねずみのチュ顔太を・

呼んでカをあわせてようやく抜けたが・そ桝それは大

きな大根であっ糞， という話・

《ブレ■メソめ音楽隊》’

　年老いて働けなくな．り，ご礪んがもらえなくな？わマ

バが，ブレー区シペ行ら七音楽隊に入れてもらおちと考

えて出かける。途中で同じ境遇の犬，猫，おんどり老順

に出会い，皆一緒に行く。途中で夜になり，森り中に一

軒家を見つけるが∫中ではどろぱうなちが酒盛りをして

いる。動物たちは相談して〕 ロバ1犬，猫，．おんどりの

順に背中に乗り，窓の外から大声で幅跡七・ どろぼうた

ちを恐がらせて追い出す。皆で御馳走を食タて寝てい鞄

とどろぽうの子分が様子を見にもどっ《くる。 四匹はど

ろぽうの子分を散々にやっつけ，どろぽうたちは遠く岱

逃げてしまい，その後，4匹はその家で楽しく暮した，

という話。

　〔対象〕
都下団地内愛育幼児グルーブの三歳児2クラろ、く握ゴ

3とする）約35名ずつ・（週颯三時問劣堺餐）

　〔手続き〕

a　子どもに，なりたい役を選択させ，クラスの全鼻で、

　　参加する方法で行なう。　　　　”一』
b　劇遊びへの導入の方法は次の通りである。

　r①絵本，紙芝居，尽一ブサートを用いて話す。、

②何も用いずに，保儲が，誰や躯り旛ず・・

　③子どもたちがなりたい役の顔を描いてお面を作る。

　④役ごとに分かれ，保育者が中にはいって劇遊びをす

　　る。

・礫懇認こ・それぞ　類の劇遊び戦

』d　劇遊びに使用する道具は次の物である。．

《大きな大根》　　　　　　　　　　　　　　　・　 ヂ

①畑繭ござを巻いて縛ったもの・嚇を織嘩
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いて縛り，先端に葉として緑のテーブを数本つけたもの

の二種。

　②各登場人物のお面

《ブレーメンの音楽隊》

①カスタネット（動物役全員が持つ）

②森の中の家…一衝立で囲う。

③どろぽう……ふろしき（頭にかぶる）

④各登場人物のお面

e　観察は，観察者1名と保育者3名とカ｛行なう。

　〔観察期間〕

1974年4月～工976年3月

皿実践およぴ結果
《大きな大根》

　〔登場人物〕

　子どもの選択する役の人数は，クラ不により，また同

クラスにおいてもその日によって多少の移動はあるが，

だいたいの傾向は，第1表に示す通りであった。

第1表 《大きな大根》役の子どもの選択

　一ある日を例にとって一

おじいさん

おばあさん

た　ろ　う

ボ　　ーチ

ミ　　　ケ

チ晶ウ太

3　名
4　名
2　名
9名（全員男子）

10名（ほとんど女子）

4　名

　犬と猫に人気が集まり，他はどの役もあまり選択され

ていない。犬の役はいつも男子がほとんどで猫の役は女

子がほとんどであった。

　〔劇遊びへの導入〕

　①絵本，紙芝居，ベーブサートを用いて話す。

　種を蒔く場面で，保育者が「パラノくラッ」と雷いなが

　ら手で蒔くしぐさをすると，子どもたちも一緒に「パラ

パラッ」と雷いながらしぐさを冥似る。動物の登揚ごと

に大根を引っぱるかけ声の繰返しに反応し，数人が保育

者と一しょ壱こ「ヨーイショ，ヨイショッ！」と冒う。

大根が抜ける場面は，絵には，大きな大根と，抜けたは

ずみで転んでいる登場人物たちが猫かれており，保育者

も，　「あ，抜けた一」　「スボーソ／」など大声を出して

工夫しているが，どのクラスも，あまり反応を示さなか

った。時間は約6分30秒。

　②何も用いずに，保育者が，言葉や身ぶりで話す。

　①と同様，保育者が種を蒔くしぐさをすると，子ども

たちも一緒になって「パラパラパラ」と雷いながら，し

ぐさをする。大根を引っぱるくりかえしの部分も，保育

者が，調子よく「ヨーイショヨイショッ」とかけ声をか

けながら引っぱるしぐさをして子どもたちを促すと，子

どもたちも大きな声でかけ声をかけながら引っばるしぐ

さを喜んでする。動物の登場で，保育者が鳴き声を入れ

て話すと，子どもも自分から鳴きはじめ，犬の登場では

床に這い，犬になったように歩きまわっては「ウワソ，

ワソ，ワソ」と吠えるのに夢中になる，といった反応も

見られた。時聞約9分。

　③なりたい役のお面を描いてお面を作る◇

　保育者が，物語を思い出させ，登場人物を挙げながら

なりたい役の顔を描く。自分のなりたい役と無関係な顔

を描いたり（仮面ライダーなど）違ったもの（自動車）

を描いてしまう子も数人いる。

　〔劇遊ぴへの展開〕

　場面ごとに，保育者の行動，働きかけと，子どもの行

動とを整理し，第2表に示した。

第2表　《大きな大根》劇遊びへの展開 約7分
場 面

①おじいさんが，輝に大根の種を

　蒔く

②大根が育つ

③おじいさんが大根を抜こうとす

　る

保育者の行動・働きかけ

　保育者丁　おじいさんたちの中へ
はいり「バラパラノくラッ」といいな

がら種を蒔く。

　保育者S，M　は他の役の子ども
たちの中にはいってみている。

　保育者丁　雨が降ったり日が照っ
たりすることを説明しながら，芽が
出てだんだん大きくなる様子を動作
で示す。

　大根におじいさん役の子どもとい
しょにつかまってかけ声をかけてひ
っぱり「ヨーイシ3，ヨイショ」と
くりかえす。

子　ど　も　の　行動

　おじいさん役の子どもたち，　「パラ

バラパラッ」といいながら種を蒔く。
みている子どもたちがおもしろがって
笑う。

　おじいさん役の子どもたち，芽がで
て大きくなる様子をいっしょに動作で
示す。

　おじいさん役の子どもたち，大根に
つかまってひっぱる動作をする。他の
子どもたちも，かけ声をかける。
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i場　　面　保儲の行鋤きかけ1 子　ど　も　の　行　動

④おばあさんを呼ぶ
　おぱあさん登場して，一緒に大

　根をひっぱる

⑤たろうを呼ぶ

　たろう，登場して，皆と一緒に

　大根をひっぱる

⑥犬のボチを呼ぶ
　ポチ，登場して皆と一緒に大根

　をひっぱる

’⑦猫のミケを呼ぶ

　ミケ，登場して皆と一緒に大根

　をひっぱる

．⑨ねずみのチ晶ウ太2呼ぶ

　チュウ太，登場して皆と一緒に

　 大根をひっぱる

⑨ようやく大根がぬけた！

⑩大根をかついで，ひとまわりす

　る

⑪大根をみんなで食べる
　（凍作にはない場面）　

　保育者S おばあさん役の子ども
・たちの中にはいって，いっしょに登

場し，おじいさんの後に子どもたち
がつかまるのを手伝い，いっしょに
かけ声をかけてひっぱる。
　保育者M　他の役の子どもたちが
いっしょにとびだしていこうとする

のを制している。

　保育者M1たうう役の子どもたち
の中にはいって一緒に登場し，子ど
もたちが並ぶのを手伝い，かけ声を

かけていっしょにひっぱる。
　保育者丁　まだ登場しない子ども
の中にはいる。1保育者Sは大根をひ
っぱる子どもたちの中にはいる。

　保育者丁　ポチ役の子どもたちの
中にはいり，一緒に登場する。子ど
もたちが並ぶのを手伝い，かけ声を

かけて大根をひっぱる。
　保育者S　まだ登場しない子ども

たちの中にはいる。

　保育老S　ミケ役の子どもたちの
中にはいり｝緒に登揚する。子ども
たちを並ぱせ，、「ヨーイショ，ヨイ
ショ』のかけ声で一緒に大根をびっ

ぱる。

　保育者M　ねずみ役の子 どもたち

の中にはいる。

　疾育者M　ねずみ役の子どもたち

の中にはいり，一緒に登場する。子
どもたちといっしょにかけ声をかけ
て大根をひっぱる動作をする・

　保育者丁，S．　かけ声を大きくし
てからrあ，ぬけた一ッ」と大声で
いってうしろに大きくそる。保育者
M大根を，まゆ中にひきずり出す。

　保育者丁．一S．大根をかつぎ，子
どもたちに触れるようにして「ワッ
ショイ，ワッショイ」と声をかけて
保育室をまわ．る。＿
　保育者M　とりのこ されがちな子
どもを促し，いっしょにまわる。

　とまって「みんな，この大根何に
して食べる？」ときき，答をうけい
れぐ食べる励作をする。

　おじいさん役rオバアサーソ！」ξ

呼ぶ。・
　おぱあさん役の子どもたち，　「ハー，

イ」と返事をして登場し，いっしょに
かけ声をかけてひっぱる動作をする6
他の子どもの後につかまって並ぶこと
がなかなかできず，大根のところト出

ようとする。
　他の役の子どもたち， おぱあざん役

の子どもたちといっしょに出て行きか

けて，保育者に，とめ られる。

　おじいざん役，おばあさん役が「タ

ロウヤーイ」と呼ぶ。
たろう役の子どもたち「ハーイ」と

返寧をして登場し，いっしょにかけ声
でひゆぱる動作をする。並ぶことがな
かなかできず，保育者に指導される。

　登場している子どもたち全員で 「ポ

チーッ」と大声で呼ぶ。
　ポチ役の子どもたち，　「ハーイ，ワ

ソ，ワソ，ワソ」と登場する。湿って

犬ら しく登場する子どももいる。
　たろうの後になかなか並ばず，大根

のところへ行こうとして1保育者にと
められる。
　皆いっしょにかけ声奪かけて大根を

ひっぱるσ

　登場している子どもたち全員で「ミ

ケーッ」と大声で呼ぶ。
　ミケ役の子どもたち「ハーイ，ニャ
フオ， 昌ヤオ』と登場する。邉ってそ

ろりそろりζ登場する子どももいる。

　大根の後の人数がたいへん多くなり
後に順序よく並ぶことがなかなかでき
ないσかけ声で，はじめて全員が一緒

にひっぱる動作になる。

　登場している子どもたち全員で「チ

ユウターッ」と呼ぶ。
　チュウ太役の子どもたち「ハ』イ馳

チュウ，チュウ jと登場し， 「ヨーイ

ショ，ヨイショ」のかけ声で，全員一
緒に大根をひっぱる動作をする。並び＝

方は乱れているが，かけ声のくり返し
では声をあわせ，動作もそろう。

　かけ声までは全員そろっているが，
　「ぬけた」には声をあわせず，まん中

比でてきた大根に触わろうと，子ども
たち全員が大根のまわりに集ま為。

　大根に手をかけ，　「ワッショイiワ

ッショイ1と声をかけて走って ま・わ

る。

　保育者の問いに対し「オミソ彰ノレ！」

「オデソ！」　「カレ」／ゴ など， 深々

に食べるものを言って，みんなで食べ
る動作をする。全員うれしそう。
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《ブレ7メソの音楽隊》

　〔登場人物〕

　子どもたちになじみのないろばについて，Bクラスで

は，特別にとりあげて説明し，一度全員で・パの絵を描

いてみる，という指導を行なっな。Aクラスでは，特に

は行なわなかった。その結果，やはり日により違いはあ

るが，第3衷に示すような傾向が生じた。ていねいにロ

バを説明したBクラスでは，ロパ，犬，猫が同じくらい

の入数になり，特に説明しなからた7クラスでは，犬と

猫にのみ入気が集中している。

　第3表　《ブレーメソの音楽隊》役の子どもの選択

　　　　　一ある日を例にとったクラスの比較一

ロ　　　ノく
4　名 10名

犬 9　名 12名
猫 16名 11名
おんどり 4　名 3　名
どろぽう 0　名 0　名

l　Aクラス l　Bクラス

　　犬は男子が多く，猫は女子が多い。

　どろぽうの役については，2クラスとも，なりたいと

いう子ξもが一人も出なかった。そのため，保育者のう

ち1名がどろぼう役になった。

　〔劇遊ぴへの導入〕

　①絵本，紙芝居，ベーブサートを用いて話す。

　物語の始めの部分で，動物が泣いている場面には注意

をむけるが，年老いて働けなくなって捨てられるので，

ブレーメンヘ行こうと考える場面には2クラスともほと

んど関心を示さない。おんどりが食べられてしまうと言

った場面のみ 「食ベラレチャウ」「カワイソウ」と反応

があった。

　．「森の近くにやってきたところで，夜になりました。」

と，まっ暗になった絵をみせると，『子どもたちは「オバ

ケガデルンギヨ」などと積極的に誕を聞いている。

　動物たちが大声で鳴いてどろぽうをおどかす易面では

第嬢《ブレーメソの音楽隊》劇逆ぴへの展開

第12集

　保育者が促して，子どもたちに大声で鳴かせてみる。B

　クラスでは，四種類の声を鳴いてみながら指導し，Aク

　ラスでは，特に鳴き声を指導せずに，どろぽうをおどか

　そうということで，大声を出してみる。

　　どろぼうがびっくりして逃げていく場面，御馳走を食

べる場面では集中し，保育者の働きかけに応じて，好き

な御馳走を口々に言い一緒に食べる其似をして喜んだ。

　また，筋が複雑になり，時間も長くなりすぎるのでは

ないか，と考えて，どろぽうの子分が様子を見にもどっ

てきて，動物たちにやっつけられて逃げて行く部分は削

除した。時聞は約10分。

　②何も用いずに，保育者が，言葉，身ぶり．で話す。

　①と同様，年老いて働けなくなったのでブし・一メンヘ

行くという説開にはどのクラスも関心を示さない。おん

どりが食タられてしまうという部分ではしいんとして聞

く。鳴いてどろぼうをおどかす揚面では，精いっぱい「

ワーッ」　「キャーッ」と叫び，おどかすつもりになりき

っている様子である。保育者が，四種類の鳴き声を指導

したクラスでは，動物の鳴き声で叫ぶが，おんどりの声

はあまり聞かれなかった。どろぽうが逃げる場面，御馳

走を食べる揚面では子どもたちは喜び，御馳走に「タイ

ヤキ！」の声が出て騒然となったりした。また，はじめ

の部分で，「猫が年をとってねずみがとれなくなったの

で………」と話していたところ，前日ねずみを見たとい

う子どもが「死ンダネズミガイタ」と雷い出し，「ボグ

モ，ネズ㍉ヒカレテルノミタ」「ドブネズミ，イタヨ」

「ミタコトアルモソ」などと口々に話し出して，ねずみ

に興味が集中することもあった。時間は約M分。

　③なりたい役の顔を描いて，お面を作る。

　保育者が登場人物を挙げながら，物語を思い出させて，

なりたい役を選ばせるQ《大きな大根》の揚合と同様に

登場人物と無闘係な絵を描く子どももいた。（モモレソ

ジャーなど）

　〔劇遊ぴへの展開〕

　場面ごとに整理し，第4衷に示した。

約11分

場 面

①ろばがブレーメソヘ行こうと

　決心してでかける。

②泣いてい多犬に会い，いっし

　ょにブレーメソヘ行くことに
　する。

『保育者の行動・働きかけ

　保育者丁　ろば役の子どもたちの中には
いり，　「年をとって働けなくなったのでご

はんがもらえない。ブレーメソヘ行って音
楽隊になろう」と智う。

　保育者S　犬役の子どもたちの中にはい
り，　「エーソ，エーソ』と泣く。

Aクラスの場合「エーン，二一ソ」と泣く
Bクラスの場合’「エーン〆，エーソ，困った
な，困ったな」と言って泣く。

子　ど　も　の行動

　ろぱ役の子どもたち，保育者とい
っしょにセリフを雷う。　「ブレーメ
ンヘ行ッテ，音’楽隊ニナロウ」の部
分はだいたい言える。犬のところま

で歩いていくo

　犬役の子どもたち「エーン，エー
ソ」と泣いている。

Aクラス　ろぱ役「ドウシタノ？」に
うまく答えられず㍉犬役は泣くだけ
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場 面 保育者め 行動・働きかけ 子ど　もの行働
ろば「どうしたあ？』犬 「年をとって働け Bクラス　ろぱ役「ドゥシタノ？」

なくなって捨てられたの」 に犬役 「年ヲトッテ捨テラレタノ』

ろば「じゃ，いっしょにブレーメソヘ行っ と言える。

て音楽隊になろう」 保育者といっしょに， ろば役と犬役
ろぱと犬とでカスタネッ’トを鳴らし，も子 の子どもたちはカスタネットを鳴ら

、
どもの楽隊転を歌って行進する。 して行進する。

　　　　　　　　　　、泣いている猫に会い，いっし 保育者M　猫役の子どもたちの中にはい 猫役の子どもたち「二一ソ，エーソ」

よにブレーメソヘ行くことに
る。

り　「エーソ，　工一ン」　と泣く。

クラス「エーソ，工一ソ』
クラス　「轟一ソ， エーソ， 困ったな，　困

・と泣いている。

役と同様に，Aクラスでは答えが

らすらでず，Bクラスでは答えが
ったな」 でる。一

ろば，犬「どう、したの？」
猫「隼をとってなずみがとれなくなって捨

てられたの」
ろぱダ犬「じゃ， いっしょにブレーメソヘ

って音楽隊になろう」

ろ媛 犬，猫，そろってカスタネッ
を鳴らし》行進する。

．ろば，犬，猫でカスタネットを鳴らし行進
する』

④淀いているおんどりに会い，

いっしょにブレーメソヘ行二

　とにする。

　保育者丁　おんどり役の子どもたちの中
はいって「エーソ，エrソ」と泣く
犬，猫と同様，AクラスとBクラス≧で
ことばが違っている。

おんどり役の子どもたち「エーソ，一

一 ソ」、と泣いている。

ろば，犬，猫「どうしたの？」
んどり「年を取ったので食べられてしま

保育者といづしょにセリフを言う。．

うの」

ろぱ，犬，猫「じゃ，いっしょにブレーメ
ソヘ行って音楽隊になろう」

⑤四ひきがいっしょに歩いてい
くと，　森をこさしかカ・った～頁夜

になる。

明かりをみつける。

　保育者全員，子どもたちといっし球も塾子どもの楽隊聾を歌って行進する。

保育者丁　「夜壱こなりました。　くらくな ？

てきたよ一」　「あっあそこに明かりがみえ

る，行ってみよう」

全員1・元気よく歌い，カスタネット

鳴ら して行進する。

どもたち「イッテミヨウ」と言い
ながら，ぞろぞろ家にむかって進む。

保育者M　どろぼうに扮して衝立のかげ

にかくれる。

．⑥一軒家をみつけてのぞいてみ

ると，どろぽうが御馳走を食

ぺている。おどかしてやろう

と相談する。

、保育者丁，S　子どもたちといっしょに
をのぞく「あ，どろぼうがいる」1
ろ、ぼう役の保育者M「あ一うまい， うま

，オレサマはどろぼうだぞ，むしゃむし
や」と言いなが転ものを食べる動作をし

保育者といっしょに家の中をのぞい
「ドρボーダ」　「ゴチソウタベテ

」 などという。

どもたち，保育者のまわりに集ま
てうなづく。

ている。

⑦四ひきがいっせいに大声で鳴

いておどかしたのでヂどろぼ

うは一目惣；逃げる。

どろぼうの残していった御馳

走をみんなで食べる。

どろぼうの子分がもどってき

「相談しましょう』と子どもたちを集め，

いち1にのさんで鳴いておどかしてやろ
」と大きなこそこそ声でいう。　

　保育者丁， S　子どもたちに「いち，に．
さん」と声をかけ，四種の鳴き声で鳴く。

ろぽう役の保育者M，頭からふろしきを
ぶって家からとび出して保育室の中を逃
まわり，ドアの外へいく。

保育者丁，S「わあ，ごちそうがたくさ
ある。何を食べようかな」と子、どもたち

言いながら食べる動作をする。

灘翁蟹嶺蔑笈饗鍔嚢
は四種類の鳴き声で鳴くb、
特に説明』されなかったAクラスでは

どがぞうと大声で「ワーッ」 とか

　rギヤーッ」と叫ぶ。
ろぽう役の保育者が家かぢとびだ
て逃げていくのを，子どもたちは

大喜びで追いかける。
どもたち「バナナ」とか「カレ篇」

「ア イス」などとロ々に言いながら
、食球る動作をする。

てやっつけられる場面は省略
する。

＠音楽隊になって，歌いながら

ひ．とまわりする。

（原作にはない場面〉

　保育者丁，M　子どもたちといっしょに
≒子どもの楽隊淘を歌って行進する。保育

　げ

子どもたち全員，カスタネットを鳴
しながら｝・歌って行進す る。カス
ネットの鳴らし方がはっきりしな
子どもも少しいるが，音楽犀あわ　　　　　　　　　　　　、せて，楽しそうに行進しだ。・

』㌧

監
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w考　　察

　以上，二種類の物語による三歳児の劇遊びの実践を述

べてきたが，登場人物と物語の構成という二点から考察

を行なってみたい。

1　登場人物について

　（1〉子どもたちのなりたい役は，犬と猫とに集中し

た。動物を飼うことが許されていない団地に住む三歳児

にとっても，犬と猫とは生活の中でなじみのある動物な

のであろう。さらに，テレビや絵本の中でも，多く擬人

化されており，親しみを感じているからではないだろう

か。このことは，日常的にはなじみのないロバについ

て，ていねいに説明し，子どもの中にある程度のイメー

ジが生まれるような指導をした場合には，ロバになりた

い子どもが，犬や猫と，ほぽ同様出てきたことからもい

えると考える。

　（2）犬は男子，猫は女子が希望者のほとんどを占めて

レ，・る。〈ブレーメンの音楽隊＞そは，犬はおじいさん，

猫はおぱあさん，と，絵本に性別が明らかにされている

が，く大きな大根＞の揚合には，性別を表わす部分はど

こにもなく，保育の中でも行なわれていない。テレビや

絵本で擬人化される犬や猫が，犬は男性，猫は女性とい

うバターンになっているために，そのことが三歳児の中

，に無意識にとりいれられているのであろうか。

　（3）全クラスを通じて，どろぽうになりたい子どもが

一人も出てこなかったことは，興味深い。保育の他の揚

面では，どんなときでも，何人かはやりたいという子ど

もがいることから考えて，一人も出ないことが一般的な

弾極性を表わすものでないことは明らかである。一人も

でないということは子どもたちに，　“どろぽう昏が悪い

ことをする人である，という認識があることと同時に，

物語の展開を劇遊びとして楽しみ，役割を分担するとい

うのではなく，自分が役になりきってしまうことを意昧

するのではないだろうか。その意味では，保育問題研究

参考文献3，4の中で指摘している観る立場を考えた劇

遊びというよりも、自己と役とが一体となるごっこ遊び

であるというべきかもしれない。

　（4）子どもたちの役の選択は，登場人物の活躍の度合

い，出番の多い少ないに関係していない。どちらの廟に

も，特に登場人物の主役，脇役の区別はないが，はじめ

に登揚する役は，その後もずっと出て，一番多くセリフ

を言うことになる。しかし，観せることを意識していな

いため∫それらのことに関心をむけることはないのであ

ろう。

2　物語の帯成について

　（9　物語の選択は，話の筋めわかりやすさ，動作が単

純，くり返しが多い，登場人物の数が適切，役割が明確

登揚したら最後まで皆と一緒に行動する，主役と脇役の

別がない，などの理由からなされたが，これらの理由の

妥当性は，実践で確かめられた。この二種類の物語の選

択は，三才児に適していた，といえるのではないだろう

か。

　（2）役は単純で明確だが，それぞれ性格を強く衷わし

てはおらず，やっていて役の違いが不明確になりがちで

あった。役割をとっていても，子どもたちは，何かの藁支

え昏がないとその役をいつのまにか忘れてしまう。お面

力い支え≒のひとつのつもりであったが，お面はかぶっ

てしまうと本人には見えないので，観る立場を意識して

いない子どもたちには塾支えヤにはならないのではない

だろうか。4月生まれで，お話の姓きな女児が，終った

ときにお面をとって「ジブソニモドッチャッタ」と言っ

たが，これはむしろ例外的であり，他の子どもたちはそ

こまで達していないと考えられる。その点，それぞれの

動物の鳴き声で鳴くという行動は，役になっているため

の桑支え竜になるのではないか。しかし，築践でみたよ

うに，保育者の指導がくり返しなされないと，そのよう

な揚面でも，役を忘れて話の筋の中にはいりこんでい
く。

　（3）物語の筋を運ぶ過程で，　桑待つ≒ことがでてくる

が，動作もせりふもなく待っていると注意がそれてしま

う。＜大きな大根＞では登場人物を呼んでから「ヨーイ

ショヨイショ」と引っぱるまでの間，先に登揚した子ど

もはただ待っっいるので，注意が散漫になり，あきてし

まう。くブレーメソの音楽隊＞では，ただ待つ時間はな

く，歩いているので，その点では気持がそがれない。

　（4）劇遊びの中ではくり返しの部分を，リズム感のあ

るかけ声や歌，カスタネットで行なっており，三歳児が

興味を持っ上で効果をあげている。

　（5）単純な筋でくり返しが多いことは，三歳児の興味

にあっているが，一方，一番はじめの登場人物の行動が

しっかりしていないとまとまりにくくなってしまう。こ

れは，ロバがしっかり根づいた場合と，特に説明せずに

行なった場合とで，展開のしやすさが非常に達ったとい

う保育者の感想からも，うかがえることである。

　（6）物語を展園していく上で，子どもたちの理解が得

にくい礁柄があった。そのひとつは，くブレーメンの音

楽隊＞のはじめの部分の，年老いて働けなくなって追い

出される，という箇所である。だんだん年老いて，身体

が弱くなっていくという時間的経過に伴う生物の変化を

理解することが三歳児には難かしい，ということはもち
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ろんであるが，核家族が多く，動物の飼えない団地の生

活の中で，年をとった人や動物を，よく見たことがない

ということにも関連しているのではないだろうか。時々

遊びに行ったり，来たりするかれらのおじいちゃん，お

ばあちゃんは，おそらく，にこにこして何でも買ってく

れる頼りになる存在であり，年老いて働け1なくなっ孝姿

とは結びつかないであろう。

　理解困難なもうひとつの場面は，　《大きな大根》の

隠大根が抜けた≒という箇所である。本来なら，この物

語の山場になると思われるこの場面は，紙芝居やお話の

中でも，子どもたちにほとんど無視されてしまった。こ

れは，田や畑で作物ができ，それを収穫するのを身近に

見たり，ましてやってみたりしたことがないという経験

のなさと，運動会でやる綱引きと違い，ここでは実際の

ひっぱりあいをしていないこと，ひっぱっている相手が

大根の場合は見えないこととによるものではないだろう

か。芋掘りなど，土の中から作物を掘り出すような経験

を子どもたちにさせること，また物語の中では大根が抜

けたことを実感できるよう大根の抵抗をつくり，ひっぱ

る手応えを与えること，大きな音とか特別な鋤作などを

工夫すること，などによって，この場面に対する子ども

たちの反応も少しは変化するのではないだろうか。

　（7〉子どもたちは，偶発的な蛮，目の前にある具体物

に引きずられやすい。例えぱ，物語の筋には関係なく，

≒ねずみ勢ということばを聞いたことで前日に見たねず

みの話へどんどん移っていくこと，犬の鳴きまねを始め

ると，這って歩きながら夢中になって吠えていること，

道具としての大根に目をうばわれてわっととびついてい

くこと，などにそうした現象が見えられた。

　（8）原作にない場面をとり入れたことについては，食

べる場面を作ったこと，皆で一緒にリズムにのって行進

することなど，三歳児の興味をひき出す上で成功したと

いえるのではないか。《ブレーメソの音楽隊》では原作

にあった子分がもどってきてやっつけられて逃げていく

という部分を削除したが，追いかけっこの楽しさを巧み

にとりいれたら，この部分を削除せずに，興味がひき出

せるかもしれない，と考える。

開の中で役が要求されれば役になりきってしまうし，展

開の中に役の性格が衷われてこなければ，役をとること

を忘れてしまう。こうした自分と役との分離が明確に出

来ていない三歳児にとって，お面は，自分にみえないの

であまり支えにはならない。また興味の持ち方が直接的

で，物語あ展開を見通して行動できないので，ひとつ興

味をひく礁物が出てくると，そちらにひぎずられてしま

う。理解の点では，子どもたちの日常生活にはないもの

の理解が困難であり，この点については保育のしかた，

内容によって，かなり理解が進むのではないかと思われ

る。興味の点では，繰返し，リズム感のある動作，食べ

ることなどを劇の中に組み込み，三歳児の興味とエネル

ギーをひきだすことも，可能であることがわかった。文

献によれば，同じ三歳児保育でも，観る立場を考えに入

れて行動しようとする劇遊びを行なっている保育園もあ

る。しかし，われわれの幼児グルーブは，毎日，長い時

間集団生活を行なっている保育園や幼稚園と異なり，週

二回，三時間ずつの保育であり，前者と比較して集団と

しては未熟であるといえる。

　さまざまな条件の違いはあれ・子どもたちの興味と理

解の内容を深めるためには，保育者の指導のあり方が重

要である≧考える。
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V　結　　ぴ

　我々が観察した三歳児にお炉ては， 興味の持ち方は直

接的であり，話の筋をいちおう理解しながらも，物語を

自ら展開させていく力は持たない。保育者が中にはいり

子どもたちと一緒に展開させていかないと，劇遊びはで

きないであろう。役割のとり方も，演技をするのではな

くて，自分が物語の中にはいってしまうので，物語の展
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